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9月6日（火）～11月6日（日）
大阪人権博物館　特別展示室

　1911（明治44）年9月、女性による女性のための雑誌『青鞜』が創刊され
ました。創刊号で平塚らいてうは、「元始、女性は実に太陽であった。真正の
人であった」と宣言し、大阪出身の歌人・与謝野晶子は「すべて眠りし女
今ぞ目覚めて動くなる」と女性たちの覚醒を唱いあげました。『青鞜』に集っ
た「新しい女」たち＝“モダンガールズ”は、女性に対する古い習慣や考え方
を打ち破る主張を広めていきました。
　身体や性の問題で悩み、結婚や出産を迷い、職場でのセクシュアルハラ
スメントに憤るモダンガールズの主張は、今を生きる女性たちにも共通のも
のです。
　本展は『青鞜』創刊100年を記念し、モダンガールズの主張や論争をふり
返り、現代の女性たちを取り巻く状況を考えようとするものです。

平塚らいてう　『円窓より』
1913（大正2）年5月、東雲堂書店より発行
されたらいてうの初の評論集。奥付の著名
は本名の平塚明となっている。『青鞜』創刊
号に発表した「元始女性は太陽であった－
『青鞜』発刊に際して－」が収録されている。
発行と同時に、「家族制度を破壊す」などを
理由に発売禁止処分となった。

『青鞜』創刊号
（大阪府立中央図書館蔵）
1911（明治44）年9月に平塚らいてうら5人
の若い女性によって創刊された雑誌。表紙
絵は日本女子大学を卒業後、洋画家として
活躍していた長沼智恵（のちに高村光太郎
と結婚し『智恵子抄』の主人公となった女
性）による。創刊号には、与謝野晶子の「そ
ぞろごと」が掲載され、「山の動く日来る」と
女性の覚醒が唱われた。

『女・エロス』
1973（昭和48）年に創刊された女性による
女性のための雑誌。巻頭で「今、ここに、わ
たしたちは何ものにも規定されない女であ
ることを宣言する」と「女」であることにこだ
わり、女性として主体的に生きることを宣言
した。

関連イベント
■シンポジウム「青鞜とフェミニズム」
 9 月17日（土）14:00～
講師：米田佐代子（NPO法人 平塚らいてうの会 会長）

■女性の生と性を考える連続セミナー
10月 1 日（土）14:00～「シングルマザーと労働問題」
10月 8 日（土）14:00～「女性のライフスタイルと家族」
10月22日（土）14:00～「生と性の自己決定」

■学芸員セミナー
 9 月10日（土）14:00～「女学校と乙女文化」
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　近代の女子教育は、良妻賢母の考え方に基づいたものでした。国

語や数学のほかに道徳や裁縫などが重視されました。教育のなかで

女性たちは古典や文学に親しみ、作文や詩などで自らの思いを表現す

る方法を身につけました。青鞜社を結成し、『青鞜』を創刊した平塚

らいてう、保持研、中野初、木内錠、物集和も、それぞれ女子大学

や高等女学校を卒業した近代の女子教育を受けた女性たちでした。

『青鞜』と女学校

　『青鞜』創刊と同時期、歌人や画家、作家など社会で活躍する女

性を表す「新しい女」ということばが新聞や雑誌に登場しました。『青鞜』

への社会の注目と批判のなかで、「新しい女」は、次第に『青鞜』に

集う女性を非難することばへと変化していきました。しかし、平塚らい

てうたちは『青鞜』で「新しい女」特集を組むなど、「新しい女」とし

て主体的に生きていきました。

『青鞜』と「新しい女」

　女性による女性のための雑誌として始まった『青鞜』では、恋愛や

結婚、性をテーマとした小説や詩が多く掲載されました。そして、『青鞜』

を中心に貞操、堕胎、廃娼問題など女性の生と性についての論争が

くり広げられ、社会に大きな影響を与えます。『青鞜』無期限休刊後も、

平塚らいてう、与謝野晶子、山田わか、山川菊栄による母性保護論

争が展開されたり、婦人参政権運動がおこるなど女性の性と生に関

わる活動が続けられました。

『青鞜』の主張と論争

　戦後、社会のあり方が大きく変化し、女性の権利も認められるよう

になりました。しかし、70 年代のウーマン・リブをはじめとして女性が

主体的に生きるための運動は続けられています。女性の生き方、性の

あり方を規定する社会の仕組みや制度を見直し、女性自身が主体的

に生きることを目指したウーマン・リブは、まさに現代の「新しい女」

たちの登場でした。『青鞜』に集った女性たちの主張は、現在も引き

継がれています。

現代の「新しい女」たち

毎週月曜日（祝休日は除く）
祝休日の翌日（日曜日除く）
毎月第4金曜日
年末年始、臨時休館日

休館日

10：00～17：00（入館は16：30まで）開館時間

大人500（400）円、高大生300（200）円
（ ）内は20人以上の団体の場合の入館料です。
中学生以下、65歳以上、
障害者（介助者含む）は無料（要証明）

料　金

Osaka Human Rights Museum

INFORMATION

大阪人権博物館
（リバティおおさか）

〒556-0026　大阪市浪速区浪速西3-6-36
06-6561-5891電話
http://www.liberty.or.jp/ホームページ

06-6561-5995FAX

■ＪＲ環状線「芦原橋」駅 南へ約600m
■JR環状線 大和路線「今宮」駅 西へ約800m
■大阪市バス「浪速西3丁目」 西へ約200m
■南海汐見橋線「木津川」駅 東へ約300m
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